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One of the special subjects dealt with in moral education is “impression and 
awe.” “Beauty and nobility,” the object of “impression and awe”, is often associated 
with the concept of "goodness" in moral education, but it is not generally dealt with 
in other subjects. Against this background, the authors of this study created and 
conducted a collaborative lesson between a moral education and a music class for 
students in the teacher training course in Hiroshima University. The content of the 
class discussed the relationship between “beauty” and “goodness,” starting with the 
diversity of “beauty” in the field of art. A survey was conducted before and after the 
class to examine changes in students' consciousness. The results revealed a change 
in trainees’ awareness of the diversity of “beauty” and a deepening of their interest in 
cross-curricular learning. 
 






















































〔第 1 学年及び第 2 学年〕 
美しいものに触れ，すがすがしい心をもつこ
と。 
〔第 3 学年及び第 4 学年〕 
美しいものや気高いものに感動する心をもつ
こと。 















































































































































表 1 〈美〉の対象が具体的に挙げられている記述の例 1             



















調が備わっている」（文部科学省 2017c：p. 127） 






学習に活用しようとする態度を身に付けること」（文部科学省 2017c：p. 50） 
「内容の「Ｂ図形」の（1）の基本的な図形については（中略）図形のもつ美 





「第 2 学年では，正方形，長方形，直角三角形の敷き詰め模様，第 3 学年で
は，二等辺三角形，正三角形の敷き詰め模様，第 4 学年では，平行四辺形，
ひし形，台形の敷き詰め模様をつくり，図形のもつ美しさが感得できるよう
に指導する」（文部科学省 2017d：p. 55） 
「これらの図形を敷き詰める活動を通して，平面の広がりや，一定のきまり
に従って図形を並べることによって出来上がる模様の美しさについて感じる











きるようにする」（文部科学省 2017d：pp. 291-292） 
「対称性については，身の回りから対称な図形を見付ける活動を通して，図
形のもつ美しさや，日常生活に対称な形が用いられていることを実感的に理





部科学省 2017f：p. 59） 
音楽科 音や音楽 「『音楽に対する感性』とは，音楽的な刺激に対する反応，すなわち，音楽的
感受性と捉えることができる。また，音や音楽の美しさなどを感じ取るとき
の心の働きを意味している」（文部科学省 2017g：p. 10） 
音楽 「美的情操とは，例えば，音楽を聴いてこれを美しいと感じ，更に美しさを
求めようとする柔らかな感性によって育てられる豊かな心のことである」（文
部科学省 2017g：p. 15） 
「このことは，音楽の鑑賞が，本来，音楽の全体にわたる美しさを享受する
ことであり，その本質は，全ての学年において変わらないことを示している」













要である」（文部科学省 2017g：p. 92） 
自然や四季 「音楽科で取り扱う共通教材は，我が国の伝統や文化，自然や四季の美しさ
や，夢や希望をもって生きることの大切さなどを含んでおり，道徳的心情の














いる美術作品のことである」（文部科学省 2017h：p. 96） 
芸術や自然 「芸術や自然の美しさを味わったりしていこうとする態度の素地となること






















科学省 2017h：p. 96）  
「カメラは，自らが発見した身近にある形や色などのよさや美しさや自分た
ちの活動を記録したり，撮影した写真を材料として表現に活用したりするこ

















































































































































































 本授業では，授業前（7 月 17 日）と授業後（授
業当日）に，それぞれ質問紙調査を行った。授業

















いては次頁の表 4 のとおりである（表 3，表 4 と
もに特に断りがない場合は自由記述）。 
 
















表 3 学生の意識変化を検討するための質問項目 
問 1. この授業を通じて，あなたが美しいと感じ
るものに変化はありましたか。（あった／なか
ったの 2 択式，あったと回答した場合は問 2 へ，
なかったと回答した場合は問 3 へ進む。） 









5 この時取り上げた 6 作品は，J. S. バッハの『マタイ受難曲』より《憐れみたまえ》，L.v. ベートーヴェンの交響曲第 5
番第 1 楽章，武満徹《ノヴェンバー・ステップス》，G. シェルシの『山羊座の歌』の第 1 曲，D. ベイリーによる即興演
奏（アルバム『Improvisation, DIVerso n.2』Cramps Records / CRSLP 6202(1975)より），Merzbow《Requiem》（アル






















































































2：あまりつながらないと思う      
1：全くつながらないと思う 
問 7．問 6 で 3，4 とこたえた方にうかがいます（1，
2 とこたえた方は問 8 にお進みください）。 
つながっていると思う教科に○で囲ってください
（いくつでも）。 
国語科 算数科 理科 社会科 生活科 図







































33%，理科 26%，社会科 43%，生活科 65%，図
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